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産学官連携推進機構長 理事（社会連携・国際担当）・副学長　

　大分大学は、その使命を「大分大学は、人間と社会と自然に関する教育と研究を通じて、豊かな創造性、
社会性及び人間性を備えた人材を育成するとともに、地域の発展ひいては国際社会の平和と発展に貢献し、
人類福祉の向上と文化の創造に寄与する」（基本理念）とし、大学憲章の中で、「地域拠点大学として、教
育・研究・医療の成果を地域社会に還元することにより、地域社会との連携と共存を図り、その発展に貢献
する」ことを社会貢献の目標として掲げています。また今後６年間の第３期中期目標・中期計画を見据えた
本学のビジョン（大分大学ビジョン2015）の中でも、「地(知)の拠点としての機能の高度化」を重要な施策
としてとらえ、産学官連携等の地域との連携を深化させ、本学がもつ教育・研究成果や様々な資源を活用し、
社会にイノベーションをもたらすような「地域における知の創造」の実現を図り、中核的拠点として、地域
の教育・福祉・医療・産業などの各分野における課題解決に貢献することを推進していこうとしています。
　産学官連携推進機構は、これらの使命・目標を実現するために、円滑な産学官連携を推進することを目的
として、平成23年４月１日に、旧イノベーション機構を改組して、産学官連携部門及び知的財産部門の２
部門からなる組織として発足しました。産学官連携部門は、産学官連携及び地域連携に係る共同研究・受託研究の推進と人材の育成、地域産
業における新しい技術シーズの創出、ベンチャー精神に富む創造的人材の育成などの業務を行っています。一方、知的財産部門では、知的財
産の創出、権利化、管理、活用に関する支援、技術移転、起業相談などの業務を行っています。この２つの部門には専任教員を１名ずつ配置
するとともに、産学官連携部門に２名のコーディネーター、知的財産部門に１名の知的財産コーディネーターを配置し、共同研究や業務委託
等、企業や自治体との連携に関する企画・調整、技術相談、技術移転支援など、学内外との連携業務に対するワンストップ・サービスを提供
しています。
　また、平成27年４月１日には、研究の入口（研究資金獲得）からその出口（成果の社会還元）に至る一貫したサポートを強化するために、本
学での重点研究を行う全学研究推進機構と連携してＵＲＡ（University Research Administrator）チームを設置しました。このＵＲＡチーム
には、専任の３名を含む教職員９名を配置し研究と産学連携活動を一体となって支援し、知的創造サイクルの好循環を推進することを目指し
ています。
　さらに、平成27年９月28日には、文部科学省の推進するＣＯＣ+事業（Center of Community Plus：地(知)の拠点大学による地方創生推
進事業）として、本学が事業責任大学となって提案していた「地域と企業の心に響く若者育成プログラムと大分豊じょう化プラン」が採択さ
れました。この事業は県下の高等教育機関や企業、地方公共団体と連携して教育プログラムを構築し、地域に根ざした講義、組織的なイン
ターンシップや能動的体験学習を通じて、大分県の経済社会の活性化に貢献できる人材を育成することを目的としています。産学官連携推進
機構は、この事業とも密接に連携し、教育を通じた地域貢献にも寄与していきます。
　地方の時代、地方の創生が我が国の最も重要な課題とされる中、大分県とそれを取り巻く地域が抱える課題に向けた取組に対して、本学は
中核的拠点として最大限のコミットメントを行ってまいります。産学官連携推進機構では、本学の教育・研究・医療の成果を地域社会に還元
し、大学の使命の１つである社会貢献活動に積極的に取り組んで行きます。学内の教職員及び学外の関係機関の皆様には、産学官連携推進機
構の活動に対してご支援とご協力を賜りますよう、なにとぞよろしくお願い申し上げます。
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業務内容 C o n t e n t s

お問い合わせ窓口 C o n t a c t  I n f o r m a t i o n

産学官連携
部　　　門

1.技術相談

2.共同研究・受託研究支援

3.自治体との連携事業支援

4.シーズ等の学術情報提供

5.産学交流会・研究発表会等の開催

6.人材育成事業

知的財産
部　　門

1.知的財産の創出・取得・管理・活用

2.技術移転

3.起業相談

4.利益相反

5.安全保障輸出管理

6.人材育成事業

大分大学 産学官連携推進機構ホームページ

http://www.ico.oita-u.ac.jp

産学官連携コーディネーター コーディネーター連絡先

電　　話：097-554-7969 
ファックス：097-554-7969
メ　ー　ル：coodinator@oita-u.ac.jp

事務スタッフ（研究・社会連携課）

電　　話：097-554-7672
メ　ー　ル：oita-ura@oita-u.ac.jp

ＵRＡチーム

産学官連携全般

電　　話：097-554-7430
097-554-8533

メ　ー　ル：tiren@oita-u.ac.jp

共同研究・受託研究関係

電　　話：097-554-7375
メ　ー　ル：gaibushikin@oita-u.ac.jp

知的財産関係

電　　話：097-554-8517
メ　ー　ル：chizai@oita-u.ac.jp

URAチーム

「技術相談」、「共同研究」、「受託研究」、「受託
事業」、「自治体支援」等の相談窓口はこちら
です。
コーディネーターは本機構内に常駐し、コー
ディネーター案件は特許化・技術移転まで一
貫して対応し、産学官連携活動と知的財産活
動との連携を強化した体制としています。

大分大学にURAチームが発足いたしました。
URA（ユニバーシティー・リサーチ・アド
ミニストレーター）は研究の入口（研究資金
獲得）から出口（社会実装）まで一気通貫し
たサポートを行い、研究・産学官連携を推進
することを目的としています。

本機構の事務は研究・社会連携課が担当しま

す。各種事務手続等については研究・社会連

携課にご連絡ください。

※上記コーディネーターが不在の場合は以下の連絡先
にご連絡いただければ確実にコーディネーターに引
き継ぎます。
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大学（旦野原キャンパス）まで／大分バス
のりば　「大分駅前」４番のりば
　　　　「トキハデパート前⑴」のりば

乗車バス
「大南団地・高江ニュータウン」「大分大学」行き　　（30分）

「大分大学正門」または「大分大学（構内）」下車　（徒歩10分）

　　　　　大分大学産学官連携推進機構

「戸次」「臼杵」「竹田」「佐伯」行き　　　　　　　　（30分）

　　　　　「大分大学入口」下車　　　　　　　　（徒歩10分）

　　　　　大分大学産学官連携推進機構
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挾間キャンパス 大分大学
旦野原キャンパス

大分まで／空路
羽田空港 （１時間30分） 大分空港
大阪空港 （60分） 大分空港
大分空港 （連絡バス：約１時間） 大分市内

大分まで／鉄道
小倉駅 （１時間30分） 大分駅

大学（旦野原キャンパス）まで／鉄道
大分駅・ＪR豊肥本線　（15分）　大分大学前駅
　　（徒歩10分）　　大分大学産学官連携推進機構

〒870-1192  大分市大字旦野原700番地　大分大学 産学官連携推進機構
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